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お 知 ら せ

お 知 ら せ

琉球泡盛海外輸出プロジェクト～名酒琉球泡盛を世界へ～

組踊上演300周年記念事業について

消費者行政の取組について

社会医療法人仁愛会と国有地売買契約を締結しました
～エリアマネジメント　浦添市～

第36回国有財産沖縄地方審議会を開催しました

法人企業景気予測調査（平成31年4～6月期調査）

第5回金融仲介・地方創生高度化推進会議を開催しました

六次産業化・地産地消法に基づく総合化事業計画の認定について
～農林漁業者による地域資源を活用した新事業創出を支援～

第43回　沖縄県さとうきび競作会表彰式
～さとうきび生産農家の意欲の高揚による生産振興～

「RESAS活用セミナー」を開催！

建設分野における特定技能外国人の受入れに関する説明会を開催しました

森と湖に親しむ旬間 （7月21日～31日） ～県内各地でダムまつりを開催～ 

日本版DMO登録証交付について

小型船舶に対する安全キャンペーン～小型船舶の安全確保に向けて～

令和元年度陸運及び観光関係沖縄総合事務局長表彰式

「ワーケーション」の誘致 ～遊びも仕事も沖縄で～
「かりゆしウェア」の普及・促進について

中小事業者の皆さまへ～公正な取引を実現するため私どもに御相談ください～

子供見学デー
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表
紙
写
真

　
沖
縄
で
そ
ば
と
言
え
ば
、

そ
ば
粉
を
使
わ
な
い
沖
縄
そ

ば
が
一
般
的
で
す
が
、
近
年
、

日
本
そ
ば
の
原
料
と
な
る
そ

ば
が
、
こ
こ
宮
古
島
で
も
栽

培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
そ
ば
は
、
3
月
頃
に
さ
と

う
き
び
を
収
穫
し
た
後
、
さ

と
う
き
び
の
夏
植
ま
で
の
畑

で
短
期
間
に
栽
培
・
収
穫
す

る
こ
と
が
で
き
、
農
地
の
有

効
利
用
、
地
下
水
保
全
や
農

家
の
所
得
向
上
な
ど
に
繋
が

る
な
ど
い
い
こ
と
ず
く
め
で

す
。

　
収
穫
時
期
の
5
月
に
な
る

と
、
一
面
に
咲
い
た
可
憐
な

白
い
花
が
宮
古
島
の
青
い
空

に
映
え
ま
す
。

　
宮
古
島
産
の
そ
ば
を
原
料

に
し
た
さ
わ
や
か
に
香
る
新

そ
ば
を
、
皆
さ
ん
も
堪
能
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

一
面
に
咲
き
誇
る

　
　
　
　宮
古
島
の
そ
ば
畑

宮
腰
光
寛
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
）を
先
頭
に
、

琉
球
泡
盛
の
海
外
輸
出
を
官
民
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る

「
琉
球
泡
盛
海
外
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

琉球泡盛海外輸出

プロジェクト

▲第5回プロジェクト会合▲安倍総理及び宮腰大臣へ泡盛贈呈
　出典：首相官邸ホームページ
 （https://www.kantei.go.jp/jp/98_abe/actions/201904/08awamori.html）

　
2
0
1
8
年
に
は
2
9
0
万
人
の
外
国

人
が
沖
縄
を
訪
れ
、
7
年
連
続
で
過
去
最

高
と
な
る
な
ど
、
海
外
に
お
け
る
琉
球
泡

盛
の
認
知
度
向
上
を
図
る
に
は
、
今
追
い

風
が
吹
い
て
い
ま
す
。ま
た
、琉
球
泡
盛
は
、

ウ
ォッ
カ
、
ジ
ン
、
テ
キ
ー
ラ
な
ど
と
並
ん

で
、
世
界
的
な
「
ハ
ー
ド
リ
カ
ー
」
と
し

て
の
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
内
閣
府
で
は
、

2
0
1
8
年
4
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
国
、

県
、
関
係
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
に
支
援
し
て

き
た
琉
球
泡
盛
の
輸
出
に
向
け
た
取
組
を

官
民一体
と
な
って
推
進
・
促
進
す
る
「
琉

球
泡
盛
海
外
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
以
下

「
泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」）を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
年
6
月
に
は
、閣
議
決
定
さ
れ
た「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

2
0
1
8
」（
骨
太
の
方
針
）
に
お
い
て
、

「
琉
球
泡
盛
の
海
外
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
を
通
じ
、
沖
縄
県
産
酒
類
の
振
興
を
促

進
す
る
」
と
さ
れ
る
な
ど
、
泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
沖
縄
の
振
興
を
図
る
上
で
も
、

大
き
な
柱
の一つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
泡
盛
製
造

業
関
係
者
が
自
ら
定
め
た
「
3
年
後
に
倍

増
」
計
画
（
泡
盛
輸
出
数
量
を
、
ま
ず

は
2
0
2
0
年
に
70
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
）
を

実
現
す
る
た
め
、
こ
れ
に
向
け
た
官
民
の

具
体
的
な
取
組
を
明
ら
か
に
す
る
「
行
動

計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
1
年
目
と
な
る

2
0
1
8
年
度
は
、「
第
1
回
空
手
国
際

大
会
」
で
の
海
外
空
手
家
に
対
す
る
P
R

動
画
な
ど
を
用
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実

施
や
、「
沖
縄
大
交
易
会
2
0
1
8
」
で

の
海
外
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
に
対
す
る
輸
出
商

談
会
の
支
援
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど

に
お
け
る
泡
盛
カ
ク
テ
ル（
ア
ワ
モ
リ
ー
タ
）

を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
な
ど

「
行
動
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
泡
盛
酒
造

所
29
社
に
対
し
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
商

談
の
実
施
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
支
援
を
国
・
地
域
別

に
み
る
と
、
17
の
国
・
地
域
と
な
って
い
ま

す
（
国
内
で
実
施
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向

け
の
事
業
な
ど
を
除
く
）。

　
そ
の
結
果
、
2
0
1
8
年
に
琉
球
泡

盛
の
海
外
輸
出
を
行
っ
た
酒
造
所
は
22
社

と
、
2
0
1
7
年
の
19
社
に
比
べ
て
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の一
方
で
、
総
輸
出
量
は
、
約
31
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
と
、
2
0
1
7
年
の
29
キ
ロ

リ
ッ
ト
ル
と
比
べ
て
約
6
％
の
増
加
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標

達
成
の
た
め
に
は
、
今
後
2
年
間
で
約

2
・
3
倍
増
と
、
取
組
の
加
速
化
が
必

要
で
す
。

　
今
後
の
2
年
間
で
約
2
・
3
倍
の
輸
出

量
増
を
実
現
す
る
た
め
、
4
月
に
開
催
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
合
で
は
、「
行
動
計
画
」

を
改
定
し
ま
し
た
。
新
た
な「
行
動
計
画
」

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
さ
ら
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
海
外
へ
の
輸
出
入
の
ノ

ウ
ハ
ウ
・
販
路
を
有
す
る
様
々
な
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ク
タ
ー
と
泡
盛
事
業
者
と
の
マッ
チ
ン

グ
な
ど
、
具
体
的
な
商
流
に
繋
げ
る
取
組

も
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、官
民
の
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、

琉
球
泡
盛
と
沖
縄
県
産
の
原
料
米
を
結

び
つ
け
る「
琉
球
泡
盛
テ
ロ
ワ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
や
、
在
外
公
館
な
ど
に
お
け
る
会

食
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
の
機
会
を
捉
え

た
泡
盛
P
R
の
実
施
な
ど
、
6
分
野
60
の

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
・
宮
腰
大
臣
へ
の

「
琉
球
泡
盛
」
の
贈
呈

　
4
月
8
日
、
官
邸
に
お
い
て
、
安
倍
総

理
及
び
宮
腰
大
臣
に
、
佐
久
本
学
沖
縄

県
酒
造
組
合
会
長
及
び
泡
盛
の
女
王
（
喜

納
舞
杏
さ
ん
、
砂
邊
由
美
さ
ん
、
知
念

妃
さ
ん
）
か
ら
、
琉
球
泡
盛
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
安
倍
総
理
は
、
感
謝
の
意
と
と

も
に
、
2
0
2
0
年
ま
で
に
琉
球
泡
盛
の

輸
出
量
倍
増
を
達
成
し
、
か
つ
、
沖
縄
県

産
の
長
粒
種
米
を
使
用
し
た
泡
盛
製
造
を

推
進
す
る
「
琉
球
泡
盛
テ
ロ
ワ
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
沖
縄
に
と
っ
て
非
常
に
重
要

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
旨
を
述
べ
ま
し

た
。

○
第
2
回
島
酒
フェス
タ

　
4
月
13
日
、
宮
腰
大
臣
、
玉
城
デ
ニ
ー

沖
縄
県
知
事
、
城
間
幹
子
那
覇
市
長
、

佐
久
本
県
酒
造
組
合
会
長
参
加
の
も
と
、

奥
武
山
公
園
で
「
第
2
回
島
酒
フ
ェス
タ
」

の
開
会
式
が
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
13
日
・
14
日
の
2
日
間
で
、
約
1
万

5
千
人
が
来
場
し
た
フ
ェ
ス
タ
会
場
内
で

は
、
泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ブ
ー
ス
を
設
置

し
、
各
種
取
組
の
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
度
に
つ
い
て
は
、
2
事
業

者
を
選
定
し
、
欧
米
・
中
国
市
場
に
お
け

る
販
路
拡
大
に
向
け
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

構
築
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
琉
球
泡
盛
の
市
場
拡
大

に
向
け
た
情
報
発
信
事
業
と
し
て
、
空
手

と
泡
盛
の
関
連
動
画
を
制
作
し
、

S
N
S
・
動
画
サ
イ
ト
な
ど
に
よ
る
情
報

発
信
を
行
い
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
度
に
つ
い
て
は
、
7
事
業

者
を
選
定
し
、
欧
州
・
北
米
・
ア
ジ
ア
市

場
な
ど
に
お
け
る
販
路
拡
大
に
向
け
た
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
構
築
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
調
査
や
、
県
産
長
粒
種
米
に

よ
る
泡
盛
の
製
造
な
ど
の
取
組
を
支
援
し

ま
す
。

　
酒
造
所
な
ど
が
、
琉
球
泡
盛
の
持
っ
て

い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
、
ア
ル
コ
ー

ル
度
数
の
高
い
ハ
ー
ド
リ
カ
ー
と
し
て
の
欧

米
圏
の
市
場
獲
得
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
視
点
に
よ
る

商
品
開
発
や
ブ
ラ
ン
ド
構
築
、
泡
盛
カ
ク

テ
ル
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
の
効
果
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
世
界
に

A
W
A
M
O
R
I
を
訴
求
し
て
い
く
た
め

の
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
去
る
2
月
8
日
に
沖
縄
県
、
J
A
お
き

な
わ
、
沖
縄
国
税
事
務
所
、
県
酒
造
組

合
な
ど
の
関
係
機
関
で
構
成
す
る
琉
球
泡

盛
テ
ロ
ワ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　
琉
球
泡
盛
と
県
産
米
を
つ
な
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
米
生
産
者
は
収
入
の
増
加
が
見

込
め
、
泡
盛
製
造
事
業
者
も
県
産
原
料

で
付
加
価
値
を
高
め
た
泡
盛
を
製
造
す
る

こ
と
が
で
き
、
輸
出
促
進
に
貢
献
で
き
る

W
i
n-

W
i
n
の
関
係
を
築
く
こ
と
を

期
待
し
て
、
県
内
で
の
泡
盛
原
料
米
（
長

粒
種
米
）
の
生
産
に
向
け
た
検
討
・
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

〇
沖
縄
国
税
事
務
所
は
、
歴
代
の
「
泡

盛
の
女
王
」
に
「
泡
盛
ク
イ
ー
ン
ズ
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
委
嘱
し
、
第
2
回
島
酒

フ
ェ
ス
タ
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

を
通
し
て
琉
球
泡
盛
の
消
費
拡
大
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

〇
外
務
省
は
、数
あ
る
在
外
公
館
な
ど（
日

本
大
使
館
，
総
領
事
館
）
に
お
い
て
泡

盛
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
，

昨
年
８
月
に
は
，
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
ジ
ャ
パ

ン
・
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、「
和
牛
と
泡
盛

の
夕
べ
」
と
称
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
，
総
合
的
な

食
文
化
と
し
て
の
売
り
込
み
も
行
っ
て

い
ま
す
。

〇
県
酒
造
組
合
と
日
本
貿
易
振
興
機
構

（
ジ
ェ
ト
ロ
）
は
、
東
京
都
で
開
か
れ
た

「
第
20
回
タ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
9
」
で
の
泡
盛
試
飲
ブ
ー
ス
の

設
置
な
ど
、泡
盛
を
始
め
、泡
盛
を
ベ
ー

ス
と
し
た
リ
キ
ュ
ー
ル
や
ス
ピ
リ
ッ
ツ
な

ど
の
商
品
提
案
に
よ
る
P
R
活
動
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
酒

造
組
合
と
の
連
携
で
の
「
F
O
O
D
E
X

　
　
J
A
P
A
N
」
出
展
を
始
め
、
県
の

再
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携
に
よ
る

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
」
へ
の
出
展
を

行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
沖
縄
観
光
で

の
琉
球
泡
盛
の
魅
力
発
信
を
始
め
、
酒

蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
踏
ま
え
て
、
地
域
と

泡
盛
酒
造
所
の
親
和
性
を
加
味
し
た

「
島
酒
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な
ど
、
観
光
の

視
点
か
ら
泡
盛
を
結
び
つ
け
る
普
及
啓

発
活
動
な
ど
も
行
って
い
ま
す
。

〇
J
A
L
グ
ル
ー
プ
で
は
、
2
0
1
8
年

11
月
に
「
泡
盛
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
開
催
。

計
4
部
門
（
古
酒
10
年
以
上
、
古
酒

10
年
未
満
、一般
酒
、
泡
盛
系
リ
キ
ュ
ー

ル
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
）
へ
計
31
酒
蔵
よ
り
計

90
銘
柄
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
各
部

門
で
グ
ラ
ン
プ
リ
・
準
グ
ラ
ン
プ
リ
の

計
8
銘
柄
を
選
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

輸
出
倍
増
計
画
と
実
績
に
つ
い
て

泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

2
0
1
9
年
度
に
向
け
て

酒
造
組
合
の
取
組

受
賞
8
銘
柄
は
羽
田
・
成
田
両
空
港

の
J
A
L
ラ
ウ
ン
ジ
で
の
提
供
に
加
え
、

両
空
港
売
店
で
の
販
売
を
実
施
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
3
月
に
パ
リ
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョッ
プ
で
開
催
し
た
沖
縄
フ
ェ
ア
に
て

「
食
と
の
コ
ラ
ボ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
8

銘
柄
を
提
供
し
、
P
R
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。

〇
沖
縄
県
、
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
沖
縄
ナ
イ
ト
I
N
台

湾
、
韓
国
、
香
港
の
会
場
内
で
、
県

酒
造
組
合
や
、
県
内
泡
盛
メ
ー
カ
ー
の

協
力
を
得
て
泡
盛
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

〇
沖
縄
県
産
業
振
興
公
社
（
沖
縄
大
交

易
会
実
行
委
員
会
事
務
局
）
は
、
沖

縄
大
交
易
会
を
開
催
し
、
酒
造
メ
ー

カ
ー
と
海
外
バ
イ
ヤ
ー
の
商
談
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

1



▲第2回島酒フェスタ開会式

▲泡盛プロジェクトブース（第2回島酒フェスタ）

　
2
0
1
8
年
に
は
2
9
0
万
人
の
外
国

人
が
沖
縄
を
訪
れ
、
7
年
連
続
で
過
去
最

高
と
な
る
な
ど
、
海
外
に
お
け
る
琉
球
泡

盛
の
認
知
度
向
上
を
図
る
に
は
、
今
追
い

風
が
吹
い
て
い
ま
す
。ま
た
、琉
球
泡
盛
は
、

ウ
ォッ
カ
、
ジ
ン
、
テ
キ
ー
ラ
な
ど
と
並
ん

で
、
世
界
的
な
「
ハ
ー
ド
リ
カ
ー
」
と
し

て
の
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
内
閣
府
で
は
、

2
0
1
8
年
4
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
国
、

県
、
関
係
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
に
支
援
し
て

き
た
琉
球
泡
盛
の
輸
出
に
向
け
た
取
組
を

官
民一体
と
な
って
推
進
・
促
進
す
る
「
琉

球
泡
盛
海
外
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
以
下

「
泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」）を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
年
6
月
に
は
、閣
議
決
定
さ
れ
た「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

2
0
1
8
」（
骨
太
の
方
針
）
に
お
い
て
、

「
琉
球
泡
盛
の
海
外
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
を
通
じ
、
沖
縄
県
産
酒
類
の
振
興
を
促

進
す
る
」
と
さ
れ
る
な
ど
、
泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
沖
縄
の
振
興
を
図
る
上
で
も
、

大
き
な
柱
の一つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
泡
盛
製
造

業
関
係
者
が
自
ら
定
め
た
「
3
年
後
に
倍

増
」
計
画
（
泡
盛
輸
出
数
量
を
、
ま
ず

は
2
0
2
0
年
に
70
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
）
を

実
現
す
る
た
め
、
こ
れ
に
向
け
た
官
民
の

具
体
的
な
取
組
を
明
ら
か
に
す
る
「
行
動

計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
1
年
目
と
な
る

2
0
1
8
年
度
は
、「
第
1
回
空
手
国
際

大
会
」
で
の
海
外
空
手
家
に
対
す
る
P
R

動
画
な
ど
を
用
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実

施
や
、「
沖
縄
大
交
易
会
2
0
1
8
」
で

の
海
外
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
に
対
す
る
輸
出
商

談
会
の
支
援
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど

に
お
け
る
泡
盛
カ
ク
テ
ル（
ア
ワ
モ
リ
ー
タ
）

を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
な
ど

「
行
動
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
泡
盛
酒
造

所
29
社
に
対
し
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
商

談
の
実
施
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
支
援
を
国
・
地
域
別

に
み
る
と
、
17
の
国
・
地
域
と
な
って
い
ま

す
（
国
内
で
実
施
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向

け
の
事
業
な
ど
を
除
く
）。

　
そ
の
結
果
、
2
0
1
8
年
に
琉
球
泡

盛
の
海
外
輸
出
を
行
っ
た
酒
造
所
は
22
社

と
、
2
0
1
7
年
の
19
社
に
比
べ
て
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の一
方
で
、
総
輸
出
量
は
、
約
31
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
と
、
2
0
1
7
年
の
29
キ
ロ

リ
ッ
ト
ル
と
比
べ
て
約
6
％
の
増
加
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標

達
成
の
た
め
に
は
、
今
後
2
年
間
で
約

2
・
3
倍
増
と
、
取
組
の
加
速
化
が
必

要
で
す
。

　
今
後
の
2
年
間
で
約
2
・
3
倍
の
輸
出

量
増
を
実
現
す
る
た
め
、
4
月
に
開
催
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
合
で
は
、「
行
動
計
画
」

を
改
定
し
ま
し
た
。
新
た
な「
行
動
計
画
」

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
さ
ら
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
海
外
へ
の
輸
出
入
の
ノ

ウ
ハ
ウ
・
販
路
を
有
す
る
様
々
な
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ク
タ
ー
と
泡
盛
事
業
者
と
の
マッ
チ
ン

グ
な
ど
、
具
体
的
な
商
流
に
繋
げ
る
取
組

も
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、官
民
の
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、

琉
球
泡
盛
と
沖
縄
県
産
の
原
料
米
を
結

び
つ
け
る「
琉
球
泡
盛
テ
ロ
ワ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
や
、
在
外
公
館
な
ど
に
お
け
る
会

食
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
の
機
会
を
捉
え

た
泡
盛
P
R
の
実
施
な
ど
、
6
分
野
60
の

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
・
宮
腰
大
臣
へ
の

「
琉
球
泡
盛
」
の
贈
呈

　
4
月
8
日
、
官
邸
に
お
い
て
、
安
倍
総

理
及
び
宮
腰
大
臣
に
、
佐
久
本
学
沖
縄

県
酒
造
組
合
会
長
及
び
泡
盛
の
女
王
（
喜

納
舞
杏
さ
ん
、
砂
邊
由
美
さ
ん
、
知
念

妃
さ
ん
）
か
ら
、
琉
球
泡
盛
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
安
倍
総
理
は
、
感
謝
の
意
と
と

も
に
、
2
0
2
0
年
ま
で
に
琉
球
泡
盛
の

輸
出
量
倍
増
を
達
成
し
、
か
つ
、
沖
縄
県

産
の
長
粒
種
米
を
使
用
し
た
泡
盛
製
造
を

推
進
す
る
「
琉
球
泡
盛
テ
ロ
ワ
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
沖
縄
に
と
っ
て
非
常
に
重
要

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
旨
を
述
べ
ま
し

た
。

○
第
2
回
島
酒
フェス
タ

　
4
月
13
日
、
宮
腰
大
臣
、
玉
城
デ
ニ
ー

沖
縄
県
知
事
、
城
間
幹
子
那
覇
市
長
、

佐
久
本
県
酒
造
組
合
会
長
参
加
の
も
と
、

奥
武
山
公
園
で
「
第
2
回
島
酒
フ
ェス
タ
」

の
開
会
式
が
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
13
日
・
14
日
の
2
日
間
で
、
約
1
万

5
千
人
が
来
場
し
た
フ
ェ
ス
タ
会
場
内
で

は
、
泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ブ
ー
ス
を
設
置

し
、
各
種
取
組
の
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
度
に
つ
い
て
は
、
2
事
業

者
を
選
定
し
、
欧
米
・
中
国
市
場
に
お
け

る
販
路
拡
大
に
向
け
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

構
築
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
琉
球
泡
盛
の
市
場
拡
大

に
向
け
た
情
報
発
信
事
業
と
し
て
、
空
手

と
泡
盛
の
関
連
動
画
を
制
作
し
、

S
N
S
・
動
画
サ
イ
ト
な
ど
に
よ
る
情
報

発
信
を
行
い
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
度
に
つ
い
て
は
、
7
事
業

者
を
選
定
し
、
欧
州
・
北
米
・
ア
ジ
ア
市

場
な
ど
に
お
け
る
販
路
拡
大
に
向
け
た
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
構
築
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
調
査
や
、
県
産
長
粒
種
米
に

よ
る
泡
盛
の
製
造
な
ど
の
取
組
を
支
援
し

ま
す
。

　
酒
造
所
な
ど
が
、
琉
球
泡
盛
の
持
っ
て

い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
、
ア
ル
コ
ー

ル
度
数
の
高
い
ハ
ー
ド
リ
カ
ー
と
し
て
の
欧

米
圏
の
市
場
獲
得
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
視
点
に
よ
る

商
品
開
発
や
ブ
ラ
ン
ド
構
築
、
泡
盛
カ
ク

テ
ル
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
の
効
果
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
世
界
に

A
W
A
M
O
R
I
を
訴
求
し
て
い
く
た
め

の
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
去
る
2
月
8
日
に
沖
縄
県
、
J
A
お
き

な
わ
、
沖
縄
国
税
事
務
所
、
県
酒
造
組

合
な
ど
の
関
係
機
関
で
構
成
す
る
琉
球
泡

盛
テ
ロ
ワ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　
琉
球
泡
盛
と
県
産
米
を
つ
な
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
米
生
産
者
は
収
入
の
増
加
が
見

込
め
、
泡
盛
製
造
事
業
者
も
県
産
原
料

で
付
加
価
値
を
高
め
た
泡
盛
を
製
造
す
る

こ
と
が
で
き
、
輸
出
促
進
に
貢
献
で
き
る

W
i
n-

W
i
n
の
関
係
を
築
く
こ
と
を

期
待
し
て
、
県
内
で
の
泡
盛
原
料
米
（
長

粒
種
米
）
の
生
産
に
向
け
た
検
討
・
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

〇
沖
縄
国
税
事
務
所
は
、
歴
代
の
「
泡

盛
の
女
王
」
に
「
泡
盛
ク
イ
ー
ン
ズ
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
委
嘱
し
、
第
2
回
島
酒

フ
ェ
ス
タ
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

を
通
し
て
琉
球
泡
盛
の
消
費
拡
大
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

〇
外
務
省
は
、数
あ
る
在
外
公
館
な
ど（
日

本
大
使
館
，
総
領
事
館
）
に
お
い
て
泡

盛
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
，

昨
年
８
月
に
は
，
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
ジ
ャ
パ

ン
・
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、「
和
牛
と
泡
盛

の
夕
べ
」
と
称
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
，
総
合
的
な

食
文
化
と
し
て
の
売
り
込
み
も
行
っ
て

い
ま
す
。

〇
県
酒
造
組
合
と
日
本
貿
易
振
興
機
構

（
ジ
ェ
ト
ロ
）
は
、
東
京
都
で
開
か
れ
た

「
第
20
回
タ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
9
」
で
の
泡
盛
試
飲
ブ
ー
ス
の

設
置
な
ど
、泡
盛
を
始
め
、泡
盛
を
ベ
ー

ス
と
し
た
リ
キ
ュ
ー
ル
や
ス
ピ
リ
ッ
ツ
な

ど
の
商
品
提
案
に
よ
る
P
R
活
動
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
酒

造
組
合
と
の
連
携
で
の
「
F
O
O
D
E
X

　
　
J
A
P
A
N
」
出
展
を
始
め
、
県
の

再
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携
に
よ
る

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
」
へ
の
出
展
を

行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
沖
縄
観
光
で

の
琉
球
泡
盛
の
魅
力
発
信
を
始
め
、
酒

蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
踏
ま
え
て
、
地
域
と

泡
盛
酒
造
所
の
親
和
性
を
加
味
し
た

「
島
酒
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な
ど
、
観
光
の

視
点
か
ら
泡
盛
を
結
び
つ
け
る
普
及
啓

発
活
動
な
ど
も
行
って
い
ま
す
。

〇
J
A
L
グ
ル
ー
プ
で
は
、
2
0
1
8
年

11
月
に
「
泡
盛
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
開
催
。

計
4
部
門
（
古
酒
10
年
以
上
、
古
酒

10
年
未
満
、一般
酒
、
泡
盛
系
リ
キ
ュ
ー

ル
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
）
へ
計
31
酒
蔵
よ
り
計

90
銘
柄
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
各
部

門
で
グ
ラ
ン
プ
リ
・
準
グ
ラ
ン
プ
リ
の

計
8
銘
柄
を
選
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

沖
縄
総
合
事
務
局
の
取
組

そ
の
ほ
か
官
民
の
主
な
取
組

⑴
沖
縄
酒
類
製
造
業
の

　自
立
経
営
促
進
事
業
【
総
務
部
】

⑵
ハ
ー
ド
リ
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　（泡
盛
海
外
展
開
の
支
援
）【
経
済
産
業
部
】

⑶
琉
球
泡
盛
テ
ロ
ワ
ー
ル

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
【
農
林
水
産
部
】

▲泡盛クイーンズサポーター委嘱状交付式

▲泡盛グランプリ発表記者会見

▲沖縄ナイトIN韓国

▲沖縄ナイトIN香港

受
賞
8
銘
柄
は
羽
田
・
成
田
両
空
港

の
J
A
L
ラ
ウ
ン
ジ
で
の
提
供
に
加
え
、

両
空
港
売
店
で
の
販
売
を
実
施
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
3
月
に
パ
リ
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョッ
プ
で
開
催
し
た
沖
縄
フ
ェ
ア
に
て

「
食
と
の
コ
ラ
ボ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
8

銘
柄
を
提
供
し
、
P
R
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。

〇
沖
縄
県
、
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
沖
縄
ナ
イ
ト
I
N
台

湾
、
韓
国
、
香
港
の
会
場
内
で
、
県

酒
造
組
合
や
、
県
内
泡
盛
メ
ー
カ
ー
の

協
力
を
得
て
泡
盛
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

〇
沖
縄
県
産
業
振
興
公
社
（
沖
縄
大
交

易
会
実
行
委
員
会
事
務
局
）
は
、
沖

縄
大
交
易
会
を
開
催
し
、
酒
造
メ
ー

カ
ー
と
海
外
バ
イ
ヤ
ー
の
商
談
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

具体的な関連プロジェクトの例 プロジェクト会合の開催

沖縄総合事務局ホームページ「琉球泡盛海外輸出プロジェクト」
も併せてご覧ください。
http://www.ogb.go.jp/soumu/017012

琉球泡盛海外輸出プロジェクト

・欧米・アジアでのモデル事業の実施を通じて、
泡盛酒造所の販路拡大に向けた事例共有（内
閣府）

・ 琉球泡盛と沖縄県産の原料米を結びつける
「琉球泡盛テロワールプロジェクト」の実施（内
閣府、農林水産省　ほか）

・ 在外公館等において、会食、レセプション、
文化事業等の機会を捉え、泡盛の PR の実施
（外務省）
・「島酒フェスタ」による地域 DMO との連携し
た酒蔵ツーリズムの取組（沖縄県酒造組合）
など

平成30年４月13日：第1回
 14日：プロジェクト設立記念

イベント開催
（第1回島酒フェスタ）

８月10日：第２回
11月 2日：第３回

平成31年 1月27日：第４回
 4月14日：第５回

・行動計画（平成 31 年 4 月 14 日改定）に基づき、プロジェクト会員（個人・団体）が、「訪日
外国人に対する視点」、「海外市場に対する視点」および「具体的な商流につなげるためのビジネ
スの視点」の３つの視点から、6分野 60の取組を実施
・プロジェクト会合を開催し、会員相互の取組について情報交換

目的に賛同する関係団体、地方公共団体、関係府省などで構成
【顧問】 宮腰光寛　内閣府特命担当大臣（沖縄及び北方対策）
【会長】 小泉武夫　東京農業大学名誉教授
【副会長】　　佐久本学　沖縄県酒造組合会長
【会員】（関係団体等）沖縄県酒造組合、沖縄県卸売酒販組合連合会、沖縄県小売酒販組合連合会、

沖縄県商工会連合会、沖縄県商工会議所連合会、沖縄県産業振興公社、沖縄県ホテル協会、
沖縄観光コンベンションビューロー、泡盛マイスター協会、日本ソムリエ協会、沖縄県物
産公社、沖縄振興開発金融公庫　ほか
（地方公共団体・関係府省）沖縄県、内閣府、国税庁、内閣官房、外務省、農水省、観光庁、
JETRO

琉球泡盛の海外展開を促進するため、官民の関係者一体となった取組を推進
（目標値）令和2年（2020年）70キロリットル、令和4年（2022年）100キロリットル
　　　　※現状（平成29年（2017年））29キロリットル、（平成30年（2018年））31キロリットル

目的

構成

取組内容

2



▲第2回島酒フェスタ開会式

▲泡盛プロジェクトブース（第2回島酒フェスタ）

　
2
0
1
8
年
に
は
2
9
0
万
人
の
外
国

人
が
沖
縄
を
訪
れ
、
7
年
連
続
で
過
去
最

高
と
な
る
な
ど
、
海
外
に
お
け
る
琉
球
泡

盛
の
認
知
度
向
上
を
図
る
に
は
、
今
追
い

風
が
吹
い
て
い
ま
す
。ま
た
、琉
球
泡
盛
は
、

ウ
ォッ
カ
、
ジ
ン
、
テ
キ
ー
ラ
な
ど
と
並
ん

で
、
世
界
的
な
「
ハ
ー
ド
リ
カ
ー
」
と
し

て
の
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
内
閣
府
で
は
、

2
0
1
8
年
4
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
国
、

県
、
関
係
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
に
支
援
し
て

き
た
琉
球
泡
盛
の
輸
出
に
向
け
た
取
組
を

官
民一体
と
な
って
推
進
・
促
進
す
る
「
琉

球
泡
盛
海
外
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
以
下

「
泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」）を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
年
6
月
に
は
、閣
議
決
定
さ
れ
た「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

2
0
1
8
」（
骨
太
の
方
針
）
に
お
い
て
、

「
琉
球
泡
盛
の
海
外
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
を
通
じ
、
沖
縄
県
産
酒
類
の
振
興
を
促

進
す
る
」
と
さ
れ
る
な
ど
、
泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
沖
縄
の
振
興
を
図
る
上
で
も
、

大
き
な
柱
の一つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
泡
盛
製
造

業
関
係
者
が
自
ら
定
め
た
「
3
年
後
に
倍

増
」
計
画
（
泡
盛
輸
出
数
量
を
、
ま
ず

は
2
0
2
0
年
に
70
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
）
を

実
現
す
る
た
め
、
こ
れ
に
向
け
た
官
民
の

具
体
的
な
取
組
を
明
ら
か
に
す
る
「
行
動

計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
1
年
目
と
な
る

2
0
1
8
年
度
は
、「
第
1
回
空
手
国
際

大
会
」
で
の
海
外
空
手
家
に
対
す
る
P
R

動
画
な
ど
を
用
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実

施
や
、「
沖
縄
大
交
易
会
2
0
1
8
」
で

の
海
外
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
に
対
す
る
輸
出
商

談
会
の
支
援
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど

に
お
け
る
泡
盛
カ
ク
テ
ル（
ア
ワ
モ
リ
ー
タ
）

を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
な
ど

「
行
動
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
泡
盛
酒
造

所
29
社
に
対
し
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
商

談
の
実
施
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
支
援
を
国
・
地
域
別

に
み
る
と
、
17
の
国
・
地
域
と
な
って
い
ま

す
（
国
内
で
実
施
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向

け
の
事
業
な
ど
を
除
く
）。

　
そ
の
結
果
、
2
0
1
8
年
に
琉
球
泡

盛
の
海
外
輸
出
を
行
っ
た
酒
造
所
は
22
社

と
、
2
0
1
7
年
の
19
社
に
比
べ
て
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の一
方
で
、
総
輸
出
量
は
、
約
31
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
と
、
2
0
1
7
年
の
29
キ
ロ

リ
ッ
ト
ル
と
比
べ
て
約
6
％
の
増
加
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標

達
成
の
た
め
に
は
、
今
後
2
年
間
で
約

2
・
3
倍
増
と
、
取
組
の
加
速
化
が
必

要
で
す
。

　
今
後
の
2
年
間
で
約
2
・
3
倍
の
輸
出

量
増
を
実
現
す
る
た
め
、
4
月
に
開
催
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
合
で
は
、「
行
動
計
画
」

を
改
定
し
ま
し
た
。
新
た
な「
行
動
計
画
」

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
さ
ら
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
海
外
へ
の
輸
出
入
の
ノ

ウ
ハ
ウ
・
販
路
を
有
す
る
様
々
な
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ク
タ
ー
と
泡
盛
事
業
者
と
の
マッ
チ
ン

グ
な
ど
、
具
体
的
な
商
流
に
繋
げ
る
取
組

も
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、官
民
の
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、

琉
球
泡
盛
と
沖
縄
県
産
の
原
料
米
を
結

び
つ
け
る「
琉
球
泡
盛
テ
ロ
ワ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
や
、
在
外
公
館
な
ど
に
お
け
る
会

食
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
の
機
会
を
捉
え

た
泡
盛
P
R
の
実
施
な
ど
、
6
分
野
60
の

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
・
宮
腰
大
臣
へ
の

「
琉
球
泡
盛
」
の
贈
呈

　
4
月
8
日
、
官
邸
に
お
い
て
、
安
倍
総

理
及
び
宮
腰
大
臣
に
、
佐
久
本
学
沖
縄

県
酒
造
組
合
会
長
及
び
泡
盛
の
女
王
（
喜

納
舞
杏
さ
ん
、
砂
邊
由
美
さ
ん
、
知
念

妃
さ
ん
）
か
ら
、
琉
球
泡
盛
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
安
倍
総
理
は
、
感
謝
の
意
と
と

も
に
、
2
0
2
0
年
ま
で
に
琉
球
泡
盛
の

輸
出
量
倍
増
を
達
成
し
、
か
つ
、
沖
縄
県

産
の
長
粒
種
米
を
使
用
し
た
泡
盛
製
造
を

推
進
す
る
「
琉
球
泡
盛
テ
ロ
ワ
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
沖
縄
に
と
っ
て
非
常
に
重
要

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
旨
を
述
べ
ま
し

た
。

○
第
2
回
島
酒
フェス
タ

　
4
月
13
日
、
宮
腰
大
臣
、
玉
城
デ
ニ
ー

沖
縄
県
知
事
、
城
間
幹
子
那
覇
市
長
、

佐
久
本
県
酒
造
組
合
会
長
参
加
の
も
と
、

奥
武
山
公
園
で
「
第
2
回
島
酒
フ
ェス
タ
」

の
開
会
式
が
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
13
日
・
14
日
の
2
日
間
で
、
約
1
万

5
千
人
が
来
場
し
た
フ
ェ
ス
タ
会
場
内
で

は
、
泡
盛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ブ
ー
ス
を
設
置

し
、
各
種
取
組
の
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
度
に
つ
い
て
は
、
2
事
業

者
を
選
定
し
、
欧
米
・
中
国
市
場
に
お
け

る
販
路
拡
大
に
向
け
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

構
築
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
琉
球
泡
盛
の
市
場
拡
大

に
向
け
た
情
報
発
信
事
業
と
し
て
、
空
手

と
泡
盛
の
関
連
動
画
を
制
作
し
、

S
N
S
・
動
画
サ
イ
ト
な
ど
に
よ
る
情
報

発
信
を
行
い
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
度
に
つ
い
て
は
、
7
事
業

者
を
選
定
し
、
欧
州
・
北
米
・
ア
ジ
ア
市

場
な
ど
に
お
け
る
販
路
拡
大
に
向
け
た
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
構
築
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
調
査
や
、
県
産
長
粒
種
米
に

よ
る
泡
盛
の
製
造
な
ど
の
取
組
を
支
援
し

ま
す
。

　
酒
造
所
な
ど
が
、
琉
球
泡
盛
の
持
っ
て

い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
、
ア
ル
コ
ー

ル
度
数
の
高
い
ハ
ー
ド
リ
カ
ー
と
し
て
の
欧

米
圏
の
市
場
獲
得
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
視
点
に
よ
る

商
品
開
発
や
ブ
ラ
ン
ド
構
築
、
泡
盛
カ
ク

テ
ル
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
の
効
果
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
世
界
に

A
W
A
M
O
R
I
を
訴
求
し
て
い
く
た
め

の
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
去
る
2
月
8
日
に
沖
縄
県
、
J
A
お
き

な
わ
、
沖
縄
国
税
事
務
所
、
県
酒
造
組

合
な
ど
の
関
係
機
関
で
構
成
す
る
琉
球
泡

盛
テ
ロ
ワ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　
琉
球
泡
盛
と
県
産
米
を
つ
な
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
米
生
産
者
は
収
入
の
増
加
が
見

込
め
、
泡
盛
製
造
事
業
者
も
県
産
原
料

で
付
加
価
値
を
高
め
た
泡
盛
を
製
造
す
る

こ
と
が
で
き
、
輸
出
促
進
に
貢
献
で
き
る

W
i
n-

W
i
n
の
関
係
を
築
く
こ
と
を

期
待
し
て
、
県
内
で
の
泡
盛
原
料
米
（
長

粒
種
米
）
の
生
産
に
向
け
た
検
討
・
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

〇
沖
縄
国
税
事
務
所
は
、
歴
代
の
「
泡

盛
の
女
王
」
に
「
泡
盛
ク
イ
ー
ン
ズ
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
委
嘱
し
、
第
2
回
島
酒

フ
ェ
ス
タ
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

を
通
し
て
琉
球
泡
盛
の
消
費
拡
大
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

〇
外
務
省
は
、数
あ
る
在
外
公
館
な
ど（
日

本
大
使
館
，
総
領
事
館
）
に
お
い
て
泡

盛
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
，

昨
年
８
月
に
は
，
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
ジ
ャ
パ

ン
・
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、「
和
牛
と
泡
盛

の
夕
べ
」
と
称
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
，
総
合
的
な

食
文
化
と
し
て
の
売
り
込
み
も
行
っ
て

い
ま
す
。

〇
県
酒
造
組
合
と
日
本
貿
易
振
興
機
構

（
ジ
ェ
ト
ロ
）
は
、
東
京
都
で
開
か
れ
た

「
第
20
回
タ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
9
」
で
の
泡
盛
試
飲
ブ
ー
ス
の

設
置
な
ど
、泡
盛
を
始
め
、泡
盛
を
ベ
ー

ス
と
し
た
リ
キ
ュ
ー
ル
や
ス
ピ
リ
ッ
ツ
な

ど
の
商
品
提
案
に
よ
る
P
R
活
動
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
酒

造
組
合
と
の
連
携
で
の
「
F
O
O
D
E
X

　
　
J
A
P
A
N
」
出
展
を
始
め
、
県
の

再
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携
に
よ
る

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
」
へ
の
出
展
を

行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
沖
縄
観
光
で

の
琉
球
泡
盛
の
魅
力
発
信
を
始
め
、
酒

蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
踏
ま
え
て
、
地
域
と

泡
盛
酒
造
所
の
親
和
性
を
加
味
し
た

「
島
酒
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な
ど
、
観
光
の

視
点
か
ら
泡
盛
を
結
び
つ
け
る
普
及
啓

発
活
動
な
ど
も
行
って
い
ま
す
。

〇
J
A
L
グ
ル
ー
プ
で
は
、
2
0
1
8
年

11
月
に
「
泡
盛
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
開
催
。

計
4
部
門
（
古
酒
10
年
以
上
、
古
酒

10
年
未
満
、一般
酒
、
泡
盛
系
リ
キ
ュ
ー

ル
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
）
へ
計
31
酒
蔵
よ
り
計

90
銘
柄
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
各
部

門
で
グ
ラ
ン
プ
リ
・
準
グ
ラ
ン
プ
リ
の

計
8
銘
柄
を
選
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

沖
縄
総
合
事
務
局
の
取
組

そ
の
ほ
か
官
民
の
主
な
取
組

⑴
沖
縄
酒
類
製
造
業
の

　自
立
経
営
促
進
事
業
【
総
務
部
】

⑵
ハ
ー
ド
リ
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　（泡
盛
海
外
展
開
の
支
援
）【
経
済
産
業
部
】

⑶
琉
球
泡
盛
テ
ロ
ワ
ー
ル

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
【
農
林
水
産
部
】

▲泡盛クイーンズサポーター委嘱状交付式

▲泡盛グランプリ発表記者会見

▲沖縄ナイトIN韓国

▲沖縄ナイトIN香港

受
賞
8
銘
柄
は
羽
田
・
成
田
両
空
港

の
J
A
L
ラ
ウ
ン
ジ
で
の
提
供
に
加
え
、

両
空
港
売
店
で
の
販
売
を
実
施
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
3
月
に
パ
リ
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョッ
プ
で
開
催
し
た
沖
縄
フ
ェ
ア
に
て

「
食
と
の
コ
ラ
ボ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
8

銘
柄
を
提
供
し
、
P
R
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。

〇
沖
縄
県
、
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
沖
縄
ナ
イ
ト
I
N
台

湾
、
韓
国
、
香
港
の
会
場
内
で
、
県

酒
造
組
合
や
、
県
内
泡
盛
メ
ー
カ
ー
の

協
力
を
得
て
泡
盛
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

〇
沖
縄
県
産
業
振
興
公
社
（
沖
縄
大
交

易
会
実
行
委
員
会
事
務
局
）
は
、
沖

縄
大
交
易
会
を
開
催
し
、
酒
造
メ
ー

カ
ー
と
海
外
バ
イ
ヤ
ー
の
商
談
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

具体的な関連プロジェクトの例 プロジェクト会合の開催

沖縄総合事務局ホームページ「琉球泡盛海外輸出プロジェクト」
も併せてご覧ください。
http://www.ogb.go.jp/soumu/017012

琉球泡盛海外輸出プロジェクト

・欧米・アジアでのモデル事業の実施を通じて、
泡盛酒造所の販路拡大に向けた事例共有（内
閣府）

・ 琉球泡盛と沖縄県産の原料米を結びつける
「琉球泡盛テロワールプロジェクト」の実施（内
閣府、農林水産省　ほか）

・ 在外公館等において、会食、レセプション、
文化事業等の機会を捉え、泡盛の PR の実施
（外務省）
・「島酒フェスタ」による地域 DMO との連携し
た酒蔵ツーリズムの取組（沖縄県酒造組合）
など

平成30年４月13日：第1回
 14日：プロジェクト設立記念

イベント開催
（第1回島酒フェスタ）

８月10日：第２回
11月 2日：第３回

平成31年 1月27日：第４回
 4月14日：第５回

・行動計画（平成 31 年 4 月 14 日改定）に基づき、プロジェクト会員（個人・団体）が、「訪日
外国人に対する視点」、「海外市場に対する視点」および「具体的な商流につなげるためのビジネ
スの視点」の３つの視点から、6分野 60の取組を実施
・プロジェクト会合を開催し、会員相互の取組について情報交換

目的に賛同する関係団体、地方公共団体、関係府省などで構成
【顧問】 宮腰光寛　内閣府特命担当大臣（沖縄及び北方対策）
【会長】 小泉武夫　東京農業大学名誉教授
【副会長】　　佐久本学　沖縄県酒造組合会長
【会員】（関係団体等）沖縄県酒造組合、沖縄県卸売酒販組合連合会、沖縄県小売酒販組合連合会、

沖縄県商工会連合会、沖縄県商工会議所連合会、沖縄県産業振興公社、沖縄県ホテル協会、
沖縄観光コンベンションビューロー、泡盛マイスター協会、日本ソムリエ協会、沖縄県物
産公社、沖縄振興開発金融公庫　ほか
（地方公共団体・関係府省）沖縄県、内閣府、国税庁、内閣官房、外務省、農水省、観光庁、
JETRO

琉球泡盛の海外展開を促進するため、官民の関係者一体となった取組を推進
（目標値）令和2年（2020年）70キロリットル、令和4年（2022年）100キロリットル
　　　　※現状（平成29年（2017年））29キロリットル、（平成30年（2018年））31キロリットル

目的

構成

取組内容
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